
122 

ク 研究開発及び調査研究の充実 
第 8次交通安全基本計画：前文要約 
 人・道・車の 3 要素それぞれの分野における研究開発を一層推進するととも
に、総合的な調査研究を充実する。 

 
第 8次交通安全基本計画：重点施策及び新規施策 
①安全運転の支援（（1）ア（ウ）） 
②高齢者の交通公道特性に関する研究の推進（（1）イ（ア）） 
③道路交通事故原因の総合的な調査研究の充実強化（（2））  等 

 
1）評価 
 
① 安全運転の支援（（1）ア（ウ）） 
 ITS の高度化により交通の安全を高めるため、自動車単体では対応できない事故
への対策として、IT 新改革戦略に基づき、インフラ協調による安全運転支援システ
ムの実現に向けて、産・官・学が連携し研究開発等を行い、平成 20 年度には、大規
模な実証実験を行った。 
 
 具体的には、ドライバーの安全運転を支援するため、走行支援道路システム

（AHS）の実用化に向けた研究開発及び実証実験を実施した。平成 19 年 5 月から
首都高速道路において、5.8GHz 帯 DSRC による画像や音声を用いた前方障害物情
報提供、前方状況情報提供、合流支援等の様々な安全運転支援システムの有効性を

検証するための公道実験を行った。さらに、平成 20 年度からは、同システムの公道
実験を三大都市圏等へ拡大する等、スマートウェイの推進を積極的に行ってきた。 
 平成 18年度より第 4期先進安全自動車（ASV）推進計画を開始し、産学官連携の
もと、大規模実証実験等により車車間通信等を利用した通信利用型安全運転支援シ

ステムの開発・実用化の促進を進めている 
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■ASV技術普及状況（装着台数／総生産台数。項目別） 

 
 
② 高齢者の交通行動特性に関する研究の推進（（1）イ（ア）） 
 認知機能検査により認知機能の低下が認められた高齢運転免許保有者に対する効

果的な安全教育のあり方、その具体的な指導方法等について調査検討を行った。 
 
③ 道路交通事故原因の総合的な調査研究の充実強化（（2）） 
 事故データの客観的な分析による事故原因の検証に基づく効果的な交通事故対策

を推進するため、交通事故対策・評価マニュアル及び交通事故対策事例集を作成し、

個別の事故対策の立案・実施に活用した。 
サイト訪問数    【581万件】 
研究発表会参加者数 【270人】 

 
一方で、都道府県毎に整備されている交通事故データベースについて、マッピン

グによりどこでどのような事故が起きたのかを把握できるようになるなど、交通事

故対策の検討において分析・活用されてきたところであるが、幹線道路以外の交通

事故データのマッピングがなされていないケースがあるなど、必ずしも全ての都道

府県において同程度の分析システムが整備されているわけではなく、更なるデータ

の有効活用に向けての取組が求められる。 
 また、都道府県レベルで分析システムの整備状況に差があることに伴い、幹線道

路以外の道路については、全国レベルでどういったリスクがどの地域にあるかを把

握することが困難となっており、更なるシステム整備の推進が求められる。 




